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学番 １７  県立新津南高等学校 

 令和４年度             学校自己評価表（報告）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 校 運 営 計 画 

 

学 校 運 営 方 針
 

 

 自己を啓発し、人格の尊重と真理を愛する精神を養い、明朗で責任感
と実践力に富む健全な心身をそなえた人材を育成する。そのために、基
本的生活習慣を確立し、基礎学力の定着と主体的な学びの姿勢を身に付
けさせ、一人一人の夢や進路目標を明確にし、達成に向けた努力が継続
できるよう支援・指導する。  

昨年度の成果と課題  本年度の重点目標 具体的目標 

 昨年度同様、新型コロナウイルス感染症の
影響による臨時休校等により、学校行事の中
止・縮小を余儀なくされたが、GIGA スクー
ル元年として ICT 活用を促進することによ
り学びの保障に取り組んだ。職員研修を重ね
てリモートによる授業配信を実施し、感染拡大
防止対策を徹底したことで、前年度と比較し
て教育活動の停滞はみられなかった。また、生
活規定について保護者の意見を踏まえ改定す
るなど、これまで積み残していた課題の整理
を行うことができた。 
 今年度も、引き続き感染症対策と教育活動
との両立が求められるが、with コロナの時代に
あって、学校行事や学習活動をむやみに中止す
るのではなく、実施の可能性を追求しなが
ら、生徒の活気ある高校生活を実現できるよ
う一層の工夫を重ねていく。  

・基本的な生活習慣の確立と
社会規範の定着 

・社会人としての資質の涵養  

  全職員の共通理解のもと、制服の適正な
着用及び高校生らしい頭髪・服装指導や挨
拶指導、スマートフォン指導を徹底する。 

・積極的な ICT 活用による 
授業改善の推進 

・主体的に学ぶ姿勢の醸成と
基礎学力の定着 

 １人１台端末を効果的に活用し、生徒の
主体的な学びを促す。「「チャイム始まり・ 
チャイム終わり」を徹底し、生徒の授業に 
対する意識を高める。 

・将来の夢や目標の明確化 
・進路実現を目指す継続的な
学び  

 早期からの将来の進路に対する動機づけ
を行う。補習体制の構築や資格試験等の活
用により、個に応じた進路実現を目指す。 

・活気ある課外活動の充実 
・周囲と協調し尊重する人間
関係の構築 

 部活動への参加を奨励し、生徒の活力を
引き出す。多くの人とのつながりを大切
にし、コミュニケーションの力を高める。 

・学校と地域との連携促進 
・教育活動の発信と開かれた
学校づくり 

 小須戸地区教育機関・行政機関を始め、
地域との交流を深め、活動に参加協力する。 
学校 HP 等への情報発信により開かれた
学校づくりを推進する。 

重点目標 具体的目標 具体的方策  評価  
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１  
 
学  
 
年  

 

 

 

 

 

 

 

高校生としての基本的な生活習
慣の確立と、社会性の育成を図
る。  

 

 

高校生として学校生活を中心にした基本的生活習慣を確立する。
頭髪服装(身だしなみ）指導、礼儀作法マナー指導、集団生活規
律指導(遅刻者指導等）を行う。  

Ｂ  

Ｂ  

 
 
 
 
 
 
 
 
Ｂ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 人権・同和教育や情報携帯端末の適切な使用法に係る安全教育
などを通して、社会の一員としての適切な在り方を考えさせ、健
全な倫理観や安全へ配慮する態度を育成する。 

Ｂ  

生徒一人一人の充実した学校生
活の実現をめざす。 

 

 

各種行事委員(係）・生徒会活動(行事）への主体的な取り組みを
促す。また部活動やボランティア活動への参加も促す。各種集会
等で折に触れ、その重要性を説く。 

 
Ｂ  

 

 
 
Ｂ  

 

 

生徒との面談を行うほか日常的にコミュニケーションを取り、き
め細かな生徒理解に努める。また、情報共有を徹底し、校内各部
署、保護者、地域、ＳＳＷ等との連携を図る。 

 
Ｂ  

学習へのモチベーションを高め
る。基礎学力の定着を図る。  

 

基礎学力の定着を図るため、考査を軸とした学習習慣を身につけ
させる。  また、日々の学習と進路学習との関連に気づかせ、学
校活動に対するモチベーションを高める。 

 
Ｂ  

 

 
Ｂ  

 

 成績不振者への補習等、継続的に指導を行う。 Ｂ  

各種進路指導を行い、早期の進
路目標設定とその取り組みを促
す。  

「進路意識啓発講演会」「上級学校・職業研究」などを通して、
進路に対する意識づけを行う。  

Ｂ  
 
Ｂ  

 ２年次の科目選択を考慮し、早期の意識啓発に努める。  Ｂ  

上位学校への進学に向け、補習
等、継続的に指導を行う。 

生徒個々が総合学習や課外活動等の記録を残すようにし、調査書
や推薦書などに対応できるように準備する。 

  
 Ｂ  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２  
 
学  
 
年  

 

生徒一人ひとりの充実した学校
生活の実現をめざす 

 

 

 

 

学習活動をとおして、基礎的・基本的な知識技能の確実な習得を
めざし、思考力、判断力、表現力等を育む。 

Ｂ  

Ａ  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ  

協力・協同して学校行事や学習活動に取り組むことにより、一人
ひとりの個性を生かし、他者の立場を理解し尊重しあう協働を促  

Ａ  

修学旅行および事前事後の学習をとおして、いのちと平和を大切  Ａ  

学習活動や自己への探究を深め、自己の進路決定に向け主体的に  
努力できるよう指導する。 

Ａ  

健康指導、性教育、ジェンダー平等教育、人権教育を通じて、自
分と他人を尊重する心を育む。  

Ａ  

学習指導の充実 

 

 

 

 

授業における学習を大切にする中で、主体的に学習に取り組む態
度を養う。 

Ａ  

 

 
 
 
Ａ  

 

 

 

定期考査学習計画表を記入することで考査を軸として学習習慣
を身につけさせる。 

Ｂ  

日々の学習と進路学習との関連に気づかせ、学校生活に対するモ
チベーションを高める。 

Ａ  

成績不振者へは補習等、丁寧な支援を継続的に行う。  Ａ  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進路指導 

 

 

企業見学、上級学校見学、進路ガイダンスをはじめ、総合探究の
時間を通して、主体的に進路目標を決定することを促す。  

Ａ  
 
 
Ａ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小論文指導を通して表現力を養う。 Ａ  

進路への悩みを持つ生徒一人ひとりに丁寧に対応を心がける。  Ｂ  

生徒指導 

 

 

 

頭髪・服装指導を行い、規律ある落ち着いた学校生活を送ること
ができるよう自覚を促す。 

Ａ  

Ａ  
ＳＮＳ、携帯・スマホのルールを徹底させ、人権侵害や違反を繰
り返さないよう指導する。 

Ａ  

生徒個人面談を活用し、日常の生徒に目を向け、いじめのない円
滑な人間関係づくりをめざす。  

Ａ  

その他  

 

 

人権教育、性に関する指導、交通安全指導をはじめ、日常の健康
指導、安全指導の機会を活用し、いのちと健康、安全への意識を
高める。 

Ａ  

Ａ  
職員間の「報告・連絡・相談」を徹底し、業務円滑化とミスの防
止を図る。 

Ａ  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
３  
 
学  
 
年  
 

 

 

 

 

 

 

 

学校生活の充実 

 

最高学年としての自覚を高め、部活動や生徒会活動におけるリー
ダーとして、学校行事等への主体的な取り組みを促す。  

Ａ  

Ａ  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ  

 

 

 

 

 

 

 

 

自他の違いを理解・尊重し、お互いに配慮できる集団づくりに取
り組む。 

 
Ａ  

進路指導 

 

 

 

進路指導部、保護者と連携し、個々の生徒に応じた進路相談を丁
寧に実施する。 

Ａ  

Ａ  
就職について、社会状況を見極め長期的な視点から自己の進路を
考えるよう、しっかりとした心構え・準備を指導する。  

Ａ  

進学について、推薦入試等への対応を強化し、面接・小論文指導
で全職員の協力を得て、計画的に実施する。 

Ａ  

教科指導 

 

 

 

個々の進路をふまえ、学習の動機付けを工夫しながら、授業の内
容や指導方法を工夫改善する。  

Ａ  

Ａ  
適切な課題を課すなど、進路実現につながる学習を意図し、各教
科と連携する。 

Ｂ  

進学補習の充実、成績不振者への補習について、各教科・進路指
導部と連携する。 

Ａ  

生徒指導 

 

 

頭髪・服装等身だしなみ指導について、個々の実情に応じて粘り
強く対応する。 

Ａ  

Ａ  携帯・スマホのルールを徹底させる。 Ｂ  

いじめ、暴力等のない、居心地のよい学校をつくるため、様々な
機会を通して生徒への指導を工夫する。  

Ａ  

その他  

 

学校生活全体を通して、社会性やリーダーシップを涵養するよ
う、主体的な行動を促す指導を工夫する。 

Ｂ  
Ａ  

人権・同和教育、消費者教育、ハイパーＱＵ等の活用を通して、
社会や集団の一員としてのあり方を考えさせる。 

Ａ  
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生徒の学習環境の整備 学年、クラス、各教科、分掌等との連携を図り、学習目標達成の
ための条件整備および ICT 環境の充実を目指す。。  

Ａ  
 
 
 
 
 
 
Ａ  

 

 

 

 

 

 

 

業務の精選と効率化 

 

教務・図書・視聴覚・渉外としての仕事内容を見直し、引き継ぎ
体制を確立する。機密情報の管理及び運用を円滑に行えるように
する。  

Ａ  

地域や保護者への情報提供 

 

ホームページを充実させ、各分掌と連携し、様々な情報を随時発
信する。 

Ｂ  

Ａ  
学校全体として体験入学に取り組み、中学生に本校の良さをアピ
ールする。 

Ａ  

ＰＴＡ活動を充実させ、保護
者・学校の相互理解を促進する。 

 

PTA 総会・役員会・委員会を通して学校の諸活動に対する理解と
協力を求める。 

Ａ  

Ａ  

講演会・説明会等、保護者・生徒に有意義な行事を催し、学校の
活動を補強する。 

Ａ  

業務の精選、適正化を図り、円滑に運営できる体制を作る。  

Ａ  

 
 
 
 
 
情
報
・
図
書  
 
 
 
 

図書館利用の促進 「図書館だより」を発行し、新着図書紹介など情報提供を行う。 Ａ   
Ａ  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ  

 

 

 

生徒や職員のリクエストを受け付け、さらに蔵書を充実させる。 Ａ  

「図書館だより」や館内表示を通じ、利用マナーを啓発する。  Ａ  

図書委員会活動の活性化 

 

カウンター当番、「図書館だより」の発行、蔵書整理等日々の活
動に着実に取り組む。 

Ａ  

 

 
Ａ  

 文化祭企画への参加や図書館報の編集を行う。 Ａ  

視聴覚設備の整備 視聴覚機器の充実に努め、職員利用の利便性向上を図る。  Ａ  
Ａ  

校内視聴覚設備を把握し、情報提供を行う。 Ａ  

視聴覚委員会活動の活性化 学校行事の際の放送活動を円滑に行う。 Ａ  
Ａ  

機器を扱う基本的な技術を習得し、行事等を撮影する。  Ａ  

学年や教科と連携し、進路目標
が達成できる力が身に付くよう
にする。 

進路便りを定期的に発行し、進学・就職情報の提供をし、生徒の
進路活動を促すようにする。  

Ａ  
Ａ  

担任向けに進路情報を提供することにより、生徒への進路指導に Ａ  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活かしてもらう。  
大学・短大・看護医療系専門学校志望者に対して、平常および長
期休業中進学補習を学年・教科と連携して計画・実施する。  

Ａ  

 
 
 
進  
 
路  
 
指  
 
導  
 
部  

 

 

進路目標を明確にできるよう
に、学年と連携し進路関係の行
事を実施する。 

 

１・２年生を対象に「卒業生講話」を企画し、卒業生からの生の
声を聞くことで、自己の進路に対して具体的なイメージを持たせ
る。  

Ａ  

Ａ  

 
 
 
 
 
 
Ａ  

 

 

 

 

 

 

１・２年生に対して大学・短大等の上級学校・企業見学を実施す
る。  

Ａ  

３年生に対して分野別進路ガイダンスを行い、進路希望の実現を
図る。  

Ａ  

生徒の進路希望をより早い段階
でつかみ、継続的に指導する。  

 

 

進路希望調査の結果を活用し、生徒の進路希望を把握して、進路
希望動向に沿った情報提供・指導を行う。 

Ａ  

Ａ  
大学・短大・看護医療系専門学校進学希望者へ模擬試験の受験を
奨励し、教科の協力を得て、事前学習・事後学習を勧める。また、
模擬試験の結果を活用した進路指導が行えるように担任へ情報
提供を行う。   

Ａ  

進路決定後も学習意欲が維持さ
せるように指導する。 

進路が決定した生徒に対して、進学先で通用する学力を身に付け
るように、継続的な学習を促したり、各種検定試験の受検を勧め
たりする。 

Ａ  
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生  
 
徒  
 
指  
 
導  
 
部  
 

 

 

頭髪・服装指導の徹底  

 

 

 

規律ある学校生活を送らせるために、全職員で頭髪・服装指      
導を徹底する。 
・朝の玄関前指導（４月・６月・９月・１０月）  
・頭髪・服装検査の実施（４月・６月・９月・１１月・１月）  
・女子スカート丈、男子ズボンの履き方について、特別に指導する。  
・変形・改造制服の改善に取り組む。  

Ｂ  

 
 
 
 
 
 
Ｂ  

 

 

 

 

 

基本的生活習慣の確立 

 

学年・学級担任と連携を密にし、全職員が協力して指導にあ    
たる体制を維持させる。                                      
（街頭指導・校舎内の巡回・各種届けの提出） 

Ｂ  

危機管理意識の育成 

 

 

機会をとらえた講話や集会指導により、盗難、薬物乱用、性被害、
交通安全、携帯電話等による出会い系サイトやウェブサイト上の
トラブルなどの知識を深め、生徒自らがこれらの被害から自己防
衛する意識を啓発、育成する。  

Ａ  

人権意識の啓発 

 

同和教育委員会、男女平等教育推進委員会との連携を図りな      
がら、生徒の人権意識の啓発、高揚を目指す。 Ａ  

生  
徒  
会  
指  
導  
部  

 

生徒会活動を通して、生徒の自
主性や主体性を育み、個々の成
長を支援する。 

 

 

 

執行部生徒が中心となり、各行事の企画・運営ができるようにす
る。  

Ａ  
 
 
 
Ａ  

 

あらゆる機会を通して、生徒会の諸活動をわかりやすく伝え、生
徒会を身近なものにする。 

Ｂ  

評議委員会、各種専門委員会等の活動を充実させる。  Ａ  

部活動を充実させる。 Ｂ  

生徒会予算の、有意義かつ適切な執行に努める。 Ａ  

 
環
境  
保
健  

 

学校環境の整備・生活環境の美
化  

 

ゴミの分別を徹底させる。 Ａ   
Ｂ  

 

 
 
 
 
 
Ｂ  

 

 

 

日常の清掃・大清掃を通じて、衛生や美化に対する意識を高め、
環境の整備に努めさせる。 Ｂ  

健康生活の実践化 

 

自分の体や健康について知り、健康な生活を実践していく力を育
てる。  

Ｂ  
 
Ｂ  

 健康相談活動を充実させる。  Ａ  

性教育の実施 

 

男女の心身の発育・発達について理解し、自他の性や多様性に対
する認識を深める。 

Ａ  
Ｂ  

男女平等、人権尊重の心情を育て、望ましい人間関係を築いてい
くための適切な意思決定と行動選択ができる力を育てる。  

Ｂ  
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国  
 
語  
 
科  

 

 

 

 

 

 

基礎学力の向上 

 

基礎的な事項を反復しながら授業を進め、内容の理解を促す。  Ｂ   
Ｂ  

 

 
 
 
 
 
 
 
Ｂ  

 

 

 

 

 

課題テストや小テスト等を計画的に実施し、適宜宿題を課すこと
で、家庭学習の習慣を身につけさせる。 

Ｂ  

進路希望の実現に向けた指導  

 

 

学年・進路指導部と連携し、小論文指導を行う。 Ａ   
 
Ａ  

 

１人ひとりの生徒の適性や個別の習熟度を見極め、個々の進路希
望に応じた効果的な進学補習を行う。 

Ｂ  

大学進学等を目標とする生徒に対して、各学年と連携しながら実
践的な内容の個別添削指導、過去問添削指導を行う。  

Ａ  

成績不振者に対する日常的な手
当て  

 

成績不振者に対し補習を実施し、指導の充実を図る。  Ｂ  
 
Ｂ  

日々の授業の中で適性や習熟度を見極めながら、対話を通じて
個々の苦手な分野を把握することに努め、必要に応じて個別指導
を行う。 

Ｂ  

検定試験受験者数の増加促進  

 

 

年間２回の漢字検定を実施し、進路希望の実現の糧となる検定の
合格に向けた支援を行う。 

Ｃ  

Ｂ  
漢字検定のＰＲ活動を徹底し、検定当日までの計画的な家庭学習
を促す。 

Ｂ  
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地  
歴  
・  
公  
民  
科  

 

 

 

学習習慣の定着をはかり、学力
のさらなる向上を目指す。 

 

 

 

 

 

新聞記事などのさまざまな情報を活用して、実社会の動向に意
識・関心を向けさせるよう指導の工夫をはかる。 

Ａ  Ａ   
 
 
 
 
 
 
Ａ  

 

 

 

 

 

 

 

視聴覚教材を用いた授業や、図書館での学習などにより、自ら考
える習慣を身につけさせ、学習内容の理解をより深める。  

Ａ  

基礎学力不足や学習習慣の身についていない生徒を早期に発見
し、課題の提出や学期ごとの補習・再テストなどを実施し、支援
をはかる。 

Ａ  

 進路希望の実現に向けた学習支
援をおこない、進路に対する意
識づけの強化をはかる。 

 

学年・進路指導部と連携して、進学補習や小論文指導を継続的に
おこなう。 

 
Ａ  

Ａ  

それぞれの希望者に対するきめこまかな学習指導で、進路実現に
取り組む姿勢を養うとともに、実力の養成を目指す。  

 
Ａ  

 

 

 

 

１８歳選挙権を踏まえ主権者教
育の推進をはかる。 

 

衆議院選挙模擬投票を実施するなど、科目の特性に応じて主権者
意識を育む。 

 

Ａ  

 
 
 
 
数  
 
学  
 
科  

 

 

 

 

 

基礎学力の定着と一層の向上に
努める。 

 

 

 

基礎的な計算の反復練習により、確実な計算力を身につけさせ  
る。  

 
Ａ  

 

 
 
 
Ａ  

 

 

 
 
 
 
 
 
Ａ  

 

 

 

 

 

 

 

基本的な数学に関する用語や定義を理解させた上で、典型例題の
解法に必要な定理や公式を確実に身につけさせる。 

Ａ  

 

成績不振者に対して定期的に補習を行う。 Ａ  

教材研究・授業改善に励み、分
かり易い授業を実践する。 

 

生徒の反応や定着の度合いを見極め、日々の授業改善に取り組
む。  

Ａ  
Ａ  

生徒の実態に即した適切な教材を積極的に開発しながら、学習意
欲を喚起させる。 

Ａ  

進路希望の実現への対応 

 

個々の進路希望に対応した進学補習を継続的に行い、発展的な課
題を通して実践力を身につけさせる。 Ａ  

家庭学習の定着 

 

 

日常的な課題や週末課題を適切に課すとともに、演習ノート  
の作成法の指導をとおして、家庭学習の定着を図り、主体的な  
学習へと繋げる。 

Ｂ  

 
 
 
理  
 
科  

 

 

 

 

基礎学力の定着と向上 
              

 

実験・実習を実施し、内容の理解を促す。 Ｂ  

Ｂ  

 
 
 
 
 
Ａ  

 

 

 

 

課題や小テストの実施等を通して、基礎学力の定着と向上を図
る。  

Ａ  

成績不振者に対し補習や課題などで基礎学力の定着を図る。  Ａ  

進路希望実現への対応 

 

 

 

理科の科目選択についてしっかり考えられるように、科目の特徴
などの説明を丁寧におこなう。  

Ａ  

Ａ  生徒への進路相談に積極的に応じ、その進路実現のための進学補
習を実施する。 Ａ  

理科学習の意欲の啓発 

 

生活の中の理科を意識させる働きかけを行い、科目にとらわれな
い内容の実験・観察を通して、生徒の理科学習意欲を育てる。  Ａ  

理科の学力向上への取り組み  生徒の学びに応じた理科を嫌いにさせない授業の工夫を試みる。 Ａ  

 
保  
健  
体  
育  
科  

 

欠席や見学をしないように心掛
けさせ、積極的に参加させる。  

楽しく運動に取り組めるように、自発的な取り組みができるよう  
指導する。選択種目の選定・内容についても十分に検討する。  

Ｂ  
 
 
 
Ａ  

 

 

 

生涯を通じて継続的に運動がで
きる能力と態度を身に付けさせ
る。  

３年間スポーツテストを実践し、自分の体力の現状や運動能力を  
把握するとともに、様々な運動種目の実践を通して、生涯を通じ 
て継続的に運動できる種目を見つけられるよう指導する。  

Ａ  

健康についての知識や関心を高
めさせ、生活習慣を確立させる。 

最新の情報や資料等を取り入れ、生徒の実態に応じた指導をす
る。

 

 

Ａ  

 
芸  
術  
科  

 

 

芸術の幅広い活動を通して、生
涯にわたり、芸術を愛好する心
情を育てる 

 

 

 

年間の授業の中で、幅広い表現活動に取り組ませ、意図に基づい
た表現ができるようにする。  

Ａ  
 
 
 
Ａ  

 

 

創作意識を高め、芸術の良さや美しさを深く味わうために校内で
の展示・発表を積極的に行う。  

Ａ  

ＩＣＴなどを利用した授業を行い、生徒の理解を深め、感性を高
めるように努める。 

Ａ  

 
 
 
 
 
英  

  1 学年  
・基礎学力の定着 
・家庭学習の習慣化 

 

 

 ・ノート作りや課題提出への取り組み等を通して、予習・復習 
 の習慣付けを指導すると共に、授業や小テストで基礎学力の     
定着を図る。 

 
Ａ  

 
 
 
Ａ  

 
 
 
 
 
 

 ・進学補習を行う。 Ａ  

 ・授業や単元ごとの目標を明確にし、英語によるコミュニケー 
  ション活動を含む授業を実践する。 

Ａ  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
語  
 
科  

 

 

 

   2 学年  
・基礎学力の向上 
・家庭学習の定着 

 

 

 ・ノート・課題提出により、授業内容の確認、定着を図る。  Ａ  

Ａ  

 
 
Ａ  

 

 

 

 

 ・1 年で学習した内容を確認しつつ、2 年で加わる事項を含め、 
  基礎力のさらなる向上を図る。  

Ａ  

 ・進学補習を行う。 Ａ  

 ・授業や単元ごとの目標を明確にし、英語によるコミュニケー 
  ション活動を含む授業を実践する。 

Ａ  

  3 学年  
・基礎学力のさらなる向上 
・進路目標の達成 

 ・１，２年で学習した内容の確認と、課題・問題演習により、  
   さらに力をつける。 

Ａ  
Ａ
   ・ノート・課題提出により、授業内容の確認、定着を図る。  Ａ  

 ・進学補習を行う。 
 

新しい情報や資料を取り入れた教材をわかりやすく提示し、現在の生活
を見つめ問題意識を持たせるよう指導する 

Ａ  
 
Ａ  

 
 
家  
庭  
科  

 

生活に必要な知識・技術を身に
付けさせる。 

Ａ  

 
 
 
Ａ  

 

 

 生涯を見通した視点で生活を捉え、課題の発見・課題解決能力
を身につけられるよう指導する  

Ａ  

実験実習を通し、主体的に関わる学習を多く取り入れる。実験実
習を通して学んだことを実際の生活にフィードバックし、よりよ
い生活を営む工夫ができるような指導をする 

Ｂ  
Ａ  

Ａ  

 
 
情  
報  
科  

 

情報に関する科学的な見方・考
え方を働かせ、情報技術を活用
して問題の発見・解決を行う学
習活動を目指す。 

 

 

情報教育の研修会等に積極的に参加し、最新の情報を取り入れ
る。  

Ａ  
 
 
 
Ａ  

 

 

教科｢情報｣を履修する目的を認識させるとともに、情報社会と人
との関わりについて理解を深めさせる。 

Ａ  

情報が現代社会に及ぼす影響を理解させるとともに情報機器等
を効果的に活用したコミュニケーション能力や情報の創造力・発
信力を養う。 

Ａ  

 

成果
 

 

新型コロナウイルス感染症対策の影響がある中で、ＩＣＴを活用したリモート配信等を活用して
休校中であっても自宅で学校行事の打合せを行い、コロナ禍以前のような学校行事を行うことが
できた。また、自宅待機中の生徒へリモート配信等の対応が円滑に行うことができた。次年度も
生徒が充実した学校生活を行えるように一層の工夫をしていきたい。  

総合評価 

   Ａ  

 


